
川西南部ふるさと守り隊（下呂市萩原町）
老朽化した農道の橋を枕木を使って架け替え

柿とバラの町環境保全協議会（揖斐郡大野町）
機械をリースし集落総出で水路の泥上げ
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発刊に寄せて

日頃から、皆様には、農地・農業用水等の資源の保全に

ご尽力いただき、心より感謝申し上げます。

農業は、命の源である安全・安心な食料を生産するととも

に、農村風景や豊かな自然を創造し、良好な生活環境を提

供する、人が生きていく上で欠かすことのできない大切な

使命を担っていると考えております。

この重要な農業を支えている 農地・農業用水といった大

切な資源の保全は、昭和40年代には70％程であった食料自

給率が40％に低下するなど、農業が低迷する中、大変危惧

されております。

こうした中、本年4月から始まりました｢農地・水・環境

保全向上対策｣の活動には、県下各地で520を越える組織が

結成され、関係市町村との協定締結面積も25,200haほどと

なり、各地で様々な保全活動が計画されております。

この協定面積における農振農用地面積は県全体の約45%

にあたり、地域の皆様の共同活動により農地・農業用水な

ど大切な農村資源が支えられていくことになります。

貿易の自由化や、農業の構造改革の立ち遅れ、混住化や

高齢化などによる農業の低迷、農地の荒廃など、農村を巡

る状況が厳しいものであるからこそ、農業・農村が持つ多

様な価値を地域の皆様全体が理解しあい、それぞれの実情

に応じた色々な共同活動により、農地・水など農村環境を

保全することが重要となっております。

この｢農地・水・環境保全向上対策｣の活動をきっかけと

して、それぞれの地域で多くの人々の積極的な参加により、

かけがえのない農村資源が保全され、次世代に引き継がれ

ること、そして地域の振興につながっていくことを願って

やみません。

最後に、本誌が皆様の活動や市町村の地域づくりの一助

になることを願い、発刊に寄せたご挨拶といたします。

岐阜県農地・水・環境保全推進協議会

会長　渡辺 信行

活動事例紹介

太郎丸地区は、全373戸のうち半数以上の179戸が非

農家という典型的な都市近郊の農村地域であることか

ら、太郎丸ふるさと保全協議会では、非農家の方に「農

地・水・環境の保全」という対策の趣旨を理解していた

だくこと、また活動実施の際には多くの非農家の方に

参加していただくことが重要だという方向付けをし、

これに沿って、なるべく「子供たちが参加する行事」を

中心に活動を組み立てようということで、この「どろん

こ体験」も構成団体の計画づくりの中で子供会の発案が

きっかけとなったものです。

〔活動の内容〕
平成19年5月20日（日）地域の4子供会、4自治会から非

農業者親子102名・農業者3名・非農業者2名が参加し、

構成員の農家から借用した休耕田で親子一緒に畦畔を

作り、田んぼを二分割する作業からスタート。子供た

ちはその片方の田んぼを鯉の住める深さまで、泥んこ

になって掘り起こし、もう一方の田んぼでは「田植え」

体験をしました。

「どろんこ体験」後の計画として「畦畔の補修作業体験

と鯉のつかみ取り」「青刈りした田んぼの稲を使った老

人クラブによるしめ縄づくりの指導」など、日頃は農地

に接する機会の無い子供たちに、一連の農業生産の体

験をしてもらえるような作業や、地域の昔からの風習

を通じて農家と非農家のつながりを深めるような活動

を予定し、またこうした行事の際には、体験用水田周

辺の農道・排水路などの草刈を併せて行ってもらうな

ど地域の環境保全も図っており、『地域の「農地・水・

環境の保全」は地域のみんなの手で』という意識が強ま

っていくよう工夫をこらし、活動の広がりを目指して

います。

〔参加者の感想〕
｢畦畔って何」から始まり、畦畔作りは初めての体験

で、土に足を取られ歩くことさえままならず大変苦労

し、同時にお百姓さんの苦労もわかりました。

（非農家 男性）

日頃は土に触れる機会が無く子供たちが泥んこにな

り夢中で遊ぶ姿はとても微笑ましく、田植え体験も大

変良かった。（非農家 女性）

「どろんこ体験」

畦畔づくり体験

田植え体験

みんな泥んこに

太郎丸ふるさと保全協議会（岐阜市）



〔活動の内容〕

西小学校・　－ 授業で水環境や水生生物について学習する
PTA

ほたるの一生について講演を聴いて学習する

各単位子供会－ ほたるの幼虫、カワニナを放流する

資源環境組合－ 啓発看板の設置、パンフレットによる啓発

各 農 業 者－ ジャンボタニシの駆除

自 治 会－ 用排水路の清掃

この活動組織の地区を流れる長護寺川の上流には「がま」があり、また周囲には多くの

農地が集まり自然が残っているので、この長護寺川水系および犀川・菱野川用水を中心

に、地域や学校が一体となって「ほたる」を復活させようという活動を計画しました。

ほたるの幼虫や餌となるカワニナの放流作業や啓発活動を通じて地域の大人や子供に

水路を綺麗にするという意識を高めてもらい、生態系の保全・水質保全・生活環境の保

全を目指して地域の瑞穂市立西小学校・ＰＴＡ、各子供会、自治会等が連携して活動を

行っています。

川崎西地区資源環境組合

川崎東地区資源環境組合

川崎南・鷺田地区資源環境組合（瑞穂市）「ほたるの飛び交う水路に」

啓発看板
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下呂市竹原地域内の4活動組織では、地域の皆さんに

農地・水・環境保全向上対策について理解を深めても

らおうと、活動状況を広報誌『竹原でいいこと発見』に

掲載しています。

6月1日発行の誌面には、「宮地ふるさと環境保全会の

休耕畑を活用した子ども会サツマイ芋づくり」、「ふるさ

と乗政を守る会の農業用施設等の維持補修作業」、「御厩

野ふるさと会の農業用水路及び水源地土砂上げと掃

除」、「野尻花の里済美隊の子ども農園開設」といったそ

れぞれの活動が、写真とともに紹介されています。

これからの活動日程なども順次広報誌で知らせ、地

「広報誌で農地･水･環境保全をＰＲ」

休耕田を利用した植栽…野尻花の里済美隊
滝ヶ洞しょうぶえん（下呂市野尻 H19.6月末）

活動事例紹介 活動事例紹介

御厩野ふるさと会

野尻花の里済美隊

宮地ふるさと環境保全会

ふるさと乗政を守る会（下呂市）

域の多くの方の参加が得られるよう呼びかけをしてい

ます。

また、この4活動組織合同の行事として、竹原地域内

で先進的な農地・水・環境保全活動の取組みをしてい

る場所を地域の皆さんに見学してもらう「ふるさと散歩」

を開催することとしていますが、4月28日に行われた第

1回の様子もこの広報誌に紹介されています。

「竹原に住んでいても知らなかった。」「休耕畑などう

まく活用されている。」「こういう活動を広めたい。」と

いった参加者の声が載っていて、地域ぐるみの活動と

いう意識を深めるという「ふるさと散歩」の企画の手ご

たえが十分であったことが伝わってきます。

平成19年4月から各子供会がほたるの幼虫やカワニナ

を放流、6月23日にはほたる観察会も行われました。子

供たちからは「4月に放流した幼虫がほたるになって飛ん

だ。来年の6月にほたるがどれだけ飛ぶか楽しみです。」

「水路をもっと綺麗にしないとほたるがたくさん出ない

ので、もっと綺麗にしたい」といった感想が聞かれまし

た。

活動の中で、「ほたるの幼虫やカワニナが水路に生息し

ている時期を外して水路を清掃する日程を組むのはむず

かしい。水路沿いにある程度の雑草がないとほたるが産

卵できない。」といったことが今後の課題となりました。

また、自治会（大月区）の総会では、「大月ほたる保存会」

（大月区民全員が会員）設立が了承され、ほたるを育てる

ため「菱野川用水に隣接している管理道路の法面･路肩な

どには除草剤を散布しない。支線や水路側溝の畦畔にも

できるだけ使用しない。」という申し合わせがされています。

今年観察できたほたるは少しでしたが、来年たくさんの

ほたるが飛び交う姿を想像し、「大月ほたる保存会」では

「ほたる通信」を発行して区民にPRするとともに活動への

協力をお願いするなど、ほたるの定着に努めています。

子供会の放流

『竹原でいいこと発見』より



共同活動の年度活動計画・作業計画の作成、市町村への提出に当たっては、各活動組織へお渡ししている『活

動組織の事務手続マニュアルpart.2』4ページ以降の記載・記入例を参考にしてください。

また、それぞれの活動については、各活動組織へお渡ししている『共同活動ハンドブック』および岐阜県農地・

水・環境保全推進協議会ホームページ（ＵＲＬ：http://gifu-nouchi-mizu.org）からダウンロードしていただける『共

同活動の手引き』（農林水産省農村振興局）を参考にしてください。

施設の点検および機能診断 について、右頁のような様式で整理されている例がありますので参考にしてください。
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これからの活動･事務手続きについて
これからの活動･事務手続きについて

○証拠書類は適切に整理されているか【書類整理の適切性】

→支出された経費が金銭出納簿に適切に記載されているか

→支出された費用の内容（購入品の内容等）及び支出区分（日当、機械経費等）は適切に記載されているか

→金銭出納簿に記載された経費に係る領収書は適切に整理されているか

→活動に際し支出された経費（日当等）は活動実施日と整合しているか

○支出された経費は活動計画等に照らし適切なものか【使途目的の適切性】

→活動計画に位置づけられた活動項目に対し明らかに不必要と思われる機器・物材等が購入されていないか

→常識を逸脱するような高額な機材等が購入されていないか

用 水 路 機 能 診 断 書 ○○ ○ 会

診断区名　 区間　 構造　 設置年次　点検日　 漏水度　 状　　　 況　 修復履歴　 備考

1 U350＊350 5月26日 多 老朽化している

2 U250＊250 5月26日 少 異常なし

3 U250＊250 5月26日 多 老朽化している

4 U350＊350 5月26日 少 老朽化している

5 U350＊350 5月26日 多 目地が緩んでいる ハイパ目地

6 U300＊300 5月26日 多 目地が緩んでいる ハイパ目地

7 U300＊300 5月26日 中 目地が緩んでいる ハイパ目地

「施設の点検及び機能診断の実施」「活動計画の市町村への提出」

用水路点検チェックリスト 点検年月日　平成　年　月　日

破損 洗堀 クラック 目地切れ 沈下 漏水 土砂堆積 法面崩れ 流木ゴミ
用水路名

第
一
区
（

字

△
△
　
□
□

）

点検項目（良好：○　普通：△　否：×） 目視 所見（否の場合は具体的に記入）

A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K

付帯施設
の状況

揚水ポンプ点検チェックリスト 点検年月日　平成　年　月　日

建屋の損傷
ポンプ名

点検項目（良好：○　普通：△　否：×） 目視及び運転 所見（否の場合は具体的に記入）

窓ガラス
の破損

制御盤の
損傷

引込線
の損傷

運転時の
異常振動音

A

会計経理の証拠書類（金銭出納簿等）についてのポイント

活動組織の事務手続マニュアル part.2

診断結果記載、診断の図面の例

施設の点検･診断のチェックリストの例



広げる地域の輪…こうしたことも活動のヒントに…

編集後記 本協議会では、岐阜県土地改良事業団体連合会内に事務局を設け、事務局長･事務局員･アドバイザーを置き、各農林事務所や
市町村とも連携しながら活動組織の皆様の要請に応えられるよう努めております。今後ともご意見・ご要望等をお聞かせくださ
るようお願いいたします。
また、「地域の活動状況」「代表者の声、地元の課題」などの本誌への投稿もお待ちしております。

〔 投 稿 先 〕 〒500-8385 岐阜市下奈良2丁目2番1号　岐阜県福祉･農業会館内
岐阜県農地・水・環境保全推進協議会　TEL.058-273-1111（内線2659）FAX.058-273-0860
E-mail： nouti-mizu@cotton.ocn.ne.jp
U R L： http://gifu-nouchi-mizu.org（各種様式もこちらからダウンロードしていただけます）

1 今一度この制度の趣旨の理解を
協議会に時折、ある物品の購入費用を支援交付金から

支出できるかという相談があります。支出できるかどう

かは、どうしても制度の趣旨から判断を行うのが第一で

しょう。もちろん、同時に支援交付金は公金ですから、

公金意識をもっていただき「社会常識の範疇での執行」が

当然の前提にもなります。

共同活動での今回の制度は「地域において農地、水（農

業用水）、環境を地域の資源と位置づけ」、「その良好な保

全とその質的な向上を図るための地域ぐるみの効果の高

い共同活動」を国・県・市町村が支援するものです。こ

のため各活動組織は協定に対象となる資源を明記し、こ

れに対する活動計画を定めています。この対象資源であ

る農地について農振農用地において農地転用が生じて対

象農用地面積から除外された場合、対象資源である農地

面積が保全できなかったことにより、原則として転用が

発生した時点で協定変更を行い、転用面積に対応する支

援交付金を共同活動支援交付金採択初年度（平成19年度）

に遡って返還することが必要になります

2 施設の点検及び機能診断の実施
今回の事業は次の大きく三つの柱によって成り立って

います。それが「基礎部分の活動」「農地･水向上活動」

「農村環境向上活動」の三本ですが、このなかでも「農

地･水向上活動」で施設の日常管理として施設の点検、

診断を行って施設の早期の補修を地域で共同実施するこ

とにより、施設を長持ちさせることが制度の大きなねら

いです。このため「農地･水向上活動」では施設の点検及

び診断を毎年実施し、点検診断結果を記載して補修の計

画を立て、この計画を協定の当事者として毎年市町村に

提出することとしています。施設の具体の補修には市町

村管理や所有の施設もあるでしょうし、市に対して補修

のアドバイス、指導を求めることを要するケースも生じ

てくると思います。市町村はこの制度での市町村の方針

を反映させることもできます。こうしたことが毎年の活

動計画を市町村に提出する実質的な意義でもあります。

農地･水･環境保全向上対策は、自ら考え、自らの力でより良くなろう
とする地域の共同活動を支援するものです。

3 実施状況報告書の準備
年度末には実施状況報告書の提出が必要です。実施

状況報告書は協定締結の際に添付した「地域活動指針

チェック表」を使います。年度末にまとめて記入します

と事務的に無理も生じますので、各活動を終えた時点で

日報の整理と出納簿、写真の整理を行いながら実施状況

報告書の記入を順次進めていってください。

4 活動を知ってもらうことも大切です
地域の活動の輪を広げるには、こうした活動を知っても

らうことが有効な手段となります。実際の活動を行ってい

る人たちも地域で従来の活動を広げている、新たな活動

を行っていることを市町村全体で知ってもらうことが、こ

うした人たちの活動の支援につながっていきます。知って

もらえば意見やアイデアも生じてきます。ましてや市町村

も支援金の負担をなすことと協定の当事者として今回の

制度が成り立っています。市町村の広報等に是非取り上

げていただき活動のサポートをお願いいたします。

5 市町村、市の地域事務所単位での活動組織の活動発
表会も有用
先月ある旧町村地域で活動組織からそれぞれ3名ほど

が出席して今年度前半の活動の発表会と市の地域事務所

担当者を交えた相談会が開かれました。特別の議題のた

めに集まったものではないのですが、みんなで活動の趣

旨を振り返りながら、各活動組織が計画と3ヶ月ほどの

活動結果を発表することで活動の悩みや課題解消に向け

た相談ができました。同じ旧町村地域でも他の組織の活

動内容等を知らないといった状況でした。この会では、

隣接する活動組織で経費の扱いなどを同じ歩調ですすめ

ようとの合意もその場でまとまったというケースもあり

ました。終了時に市から参加者に「今後こうした集まり

をどうしょうか・・」と持ちかけたところ是非とも今年

度は続けてほしいとの意見で、この地域では今年度にあ

と2回ほどこうした集まりを持つ予定です。
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